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新潟県新潟市の大学生を対象とした10年間の
アレルギー性鼻炎に関する定点調査
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新潟医療福祉大学言語聴覚学科1)

桔梗ヶ原病院リハビリテーション部2)

2025/12/13第100回日耳鼻新潟県地方部会



言語聴覚学科卒業研究ゼミ

• 希望指導教員に2～6名の学生が配属：
3年次後期～卒業までの1年半で卒業研究論文執筆

• 2013～2024年度佐藤ゼミ：計60名の卒業研究を指導

卒業研究の分野



1)佐藤克郎、高橋有希乃：雑音負荷による文章音読時の発声音圧、音読時間、基本周波数の変化の検討．新潟市医師
会報、517:1-7,2014

2)佐藤克郎：言語聴覚学科と耳鼻咽喉科診療．JOHNS、31:114-116,2015

3)佐藤克郎、宮澤詩奈：人工内耳装用児・装用者の語音聴取における雑音負荷の影響．新潟市医師会報、528:2-7,2015

4)佐藤克郎、寒河江沙樹：健聴者のVisual Memory Spanと読話能力の関係．新潟市医師会報、535:2-4,2015

5)佐藤克郎、山田智洋： Ⅰ型アレルギー疾患に関する大学生へのアンケート調査．新潟市医師会報、552:1-4,2017
【調査年：2015年】

6)佐藤克郎．言語聴覚学分野における医師の関与：新潟市医師会報、564:1,2018

7)佐藤克郎、北川原真也：新潟県新潟市の大学生を対象としたアレルギー性鼻炎に関するアンケート調査．新潟市医師
会報、580:2-6,2019【2017年】

8)佐藤克郎、山本智夏：大学生のイヤホンまたはヘッドホンの使用状況と耳症状および聴力に関する調査．新潟市医師
会報、590:2-8,2020

9)佐藤克郎、小林明日香：新潟市の大学生におけるアレルギー性鼻炎の現状．新潟市医師会報、603:2-7,2021【2019年】

10)佐藤克郎：若年層の聴力低下の問題．子どもと発育発達、19:259-263,2022

11)佐藤克郎、五十嵐萌子：めまいに関する大学生の意識調査―大学学部教育における研究へのCOVID-19の影響と今
後の展望―新潟市医師会報、629:2-6,2023

★戸田巳琴：大学生を対象としたアレルギー性鼻炎と花粉症に関するアンケート調査．新潟医療福祉大学言語聴覚学科
卒業研究論文集、187-205,2025【2024年】

卒業研究関連の論文



2024年最新調査結果
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大学生を対象とした

アレルギー性鼻炎と花粉症に

関するアンケート調査
新潟医療福祉大学

リハビリテーション学部 言語聴覚学科

RSA21029

戸田巳琴

指導教員 佐藤克郎先生



• 対象：2024年度新潟医療福祉大学言語聴覚学科在学生116名

• 性別：男性 20名(17.2％)、女性 96名(82.8％)

• 年齢：18～22歳（平均 19.4歳）

• 自己記入式アンケート：14項目

対象・方法



ある

58.6%

ない

41.4%

有症約6割⇒過去他地域の報告より高率

有症率

西日本の小学校児童（西間ら，2013）

全国の耳鼻咽喉科医と家族（松原ら，2020）

1992年 2002年 2012年

15.9％ 20.5％ 28.1％

1992年 2008年 2019年

29.8％ 39.4％ 49.2％

過去他地域における有症率報告
戸田【2024調査】



就学前

10.3%

小学生

33.8%

中学生

27.9%

高校生

19.1%

大学生

1.5%

不明

7.4%

半数近くが
小学校卒業までに発症

発症時期



通年性

11.8%

季節性

52.9%

両方

35.3%

春, 秋

40.0%

春

26.7%

不明

15.0%

秋

6.7%

春, 冬

3.3%

春, 夏, 秋

3.3%

春, 夏

1.7%

夏, 秋

1.7% 春, 秋, 冬

1.7%

• 春76.7％、秋53.3％

• スギ花粉93.3 ％

• イネ33.3％

春の有症率に反映

季節分類



10年間の調査結果からの知見

1)新潟における有症率推移

2)新潟県内外における季節分類

3)新潟への転居による症状変化
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ある

58.6%

ない

41.4%

【過去の卒業研究】

山田【2015調査】 北川原【2017調査】 小林【2019調査】

39% 51.6% 60.8%

新潟における大学生のアレルギー性鼻炎有症率増加
→2020年前後で飽和状態

+19% +7% -2%

1)新潟における有症率推移

戸田【2024調査】



有症率増加の原因としてスギ花粉量が関与

新潟県都市部におけるスギ花粉濃度の2～5月の平均値 (環境省の花粉観測システム)

1)新潟における有症率推移

山田【2015調査】

北川原【2017調査】

小林【2019調査】



新潟県内出身者 新潟県外出身者

夏・秋が高率 春・冬が高率

春

夏

秋

冬

72.4%

6.9%

58.6%

0.0%

80.6%

6.5%

48.4%

9.7%

2)新潟県内外における季節分類

戸田【2024調査】



新潟県外出身者が新潟県に転居

アレルギー性鼻炎の症状緩和

3回の卒業研究における症状変化

北川原【2017調査】 33.9%が緩和

小林【2019調査】 50.0%が緩和

戸田【2024調査】 55.9%が緩和

3)新潟への転居による症状変化



増悪

8.8%

緩和

55.9%

変わらない

26.5%

不明

8.8%
山間部 都市部

新潟県 10.8 22.1

長野県 26.1 13.8

秋田県 53.1 9.5

山形県 8.2 36.4 (個/㎡)

新潟県 72.8

長野県 69.8

秋田県 71.3

山形県 67.8 (％)

• 花粉観測システム（環境省，2021年）

• 2～5月の平均湿度（気象庁，2024年）

3)新潟への転居による症状変化
戸田【2024調査】

新潟への転居によりアレルギー症状が緩和した理由

→県外出身地では花粉飛散量が多く平均湿度が低値



・新潟における大学生のアレルギー性鼻炎有症率増加
→2020年前後で飽和状態

・新潟県外出身者は春が多い傾向
→スギ花粉が影響

・新潟県内出身者は夏と秋に多い傾向
→ブタクサ、ヨモギなど夏～秋に飛散する花粉が影響

・新潟への転居によりアレルギー症状が緩和した理由
→県外出身地では花粉飛散量が多く平均湿度が低値

10年間の調査結果からの知見
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